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英語情報処理教育の実践と課題
一一一コーパスとインターネットの利用一一
梅咲敦子
1.はむめに
コンピュータが普及し，清報処理(コンピュータを利用して数字・文字・酉像・音声等の情
報について計算・分類等の処理を行うこと)が輔元をあびるにつれて，情報処理と英語が結び
ついた英語'情報処理という新しい言葉も復われるようになってきたJ この英語情報処理とは
伺か，教育科目として「英語情報処理jを導入するとすれば，その意義は何か，また何をする
のか，英語情報処理学は存在するのか，という問いが生じる c
情報処理を広くコンピュータの利沼と考えると，コンピュータと英語を結び付けた英語情報
延理は，コンピュータを英語の教育・研究に利罰することであり，その実践を英語情報処理教
育と捉えることができる。
筆者は，本年度を含めて 3年間，帝塚山短期大学で[英語情報処理演習jという科目を担
当し，コンピュータコーパス作成とインターネットを活用した教育を実践してきたc 本稿で
は，その実践を一例として，英語情報処理教育の意義，実践と効果と今後の課題について，ニ
ーズ，教育環境，コンピュータの特性，教育目諌，シラパス，実裁の評{面の点から論じる。
2. シラパス作成の過程
1つの科目のシラパスを作成し，実践するまでには国 1に示された過程をたどる必要がある
と考えちれる。まず，学習者の現在及び将来の
ニーズを詰まえて教育吾喋が決められる c 教育
日課達成のために 教育理論と方法を取り入れ
てシラパスが作成され 実践される。科呂は，
コース全体のカリキュラムとの関係や，設備や
学生数などの教育条件といった，科目をとりま
くさまざまな教育環境に影響される c この遅程
にそってコンピュータと英語を融合させたシラ
パスを考えてゆく。
- 44-
iニーズ分析|
/ノ|教育 i 目標 I~
|教育理論 I教育方法i
~Iシラパス作或1/
i教育実践|
国1 科目の教青実設にいたる j~程
2. 1 教育環境
対象は，短期大学で英米語を専攻する 1年生である。遅 1酉 (90分)通年(約 24回)の
選択科Eで， 1クラスの人数は 30名前後である。英語の4技能習得のためには 1，2年生各 5
科目ずつの必穆科目が設定されているが コンピュータに関する科自は，専攻のカリキュラム
には f英語情報処理演習j しか設けられていないっ全学共通科目のなかに情報処理に関する科
目が設けられているが f英語清報延理演習jを選択する学生が必ずしも選択するわけではな
い。従って，コンピュータを{吏周する技術に関して，他の科目と連携することは現状では難し
し¥0
設構面では， Windows95上でメールのやりと号，文書作或，表・グラフ作成，ホームペー
ジの読み出し，プログラミングができる環境の DOSV機70台と班S-DOS上でブラインドタ
ッチの練習ができる PC-9801が40台あり， ~.斬次機種の入れ替えが行わ批ている c2 また，授
業はコンピュータの知識を有する最低 1名の TAとともに行えることになっている。3特にコ
ンピュータ操作に'慣れない学生がクラス全体に対する説明を開きながら作業をする場合，操作
を補助してくれる TAの存在は授業の進行に必須である c
2.2 ニーズ分析
学習者である短期大学生の現在と将来におけるコンビュータに関連するニーズを分析するつ
コンピュータが社会のあちゆる産業，公共機関で積われている事実から，コンピュータを利用
するための知識と技術(コンピュータリテラシー)を身につけることは学生の将来のニーズに
かなっている1具体的にどのような知識と技術が必要かは就く職業によって異なる。しか
し，まずコンピュータの起動，終了，キーボードを見ない文字入力，ローマ字摸字かな変換が
できることが最笹必要である。つぎに汎吊度の高い技術は ワープロソフトを使用した文書作
成であろう。さらに，文書とともに表やグラフの作成，名簿などのデータベース作成も利用度
が高いと考えられる。また，近年のコンビュータネットワークの利用の高まりとともに，イン
ターネットを利用して情報を入手できることや電子メールのやりとりができることも最低必要
な技術に入るといえよう。学生の現在のニーズは，将来のニーズとほぼ一致すると考えられ
るc 異体的には，レポート(論文)作成のための文書や表，グラフの入力技術が最も必要とな
ろう。学生によって，表計算，画像入出力，音声入出力，持定の解析などが必要になる場合も
あろう。
英語に関するニーズを分析する。社会で一般的にまず必要とされるのは，英語を読み，書
き，開き，話す能力の高さであろう。同時に，社会誌，大学の卒業生は専攻した分野の知識と
思考能力が身に付いていることを直譲的にせよ間接的にせよ期待していると考えられる。
コンピュータと英語の再方に関わるニーズを見てみる。インターネットホームページ上の有
用な清報は，全量界にむけて発信するために英語で書かれていることが多いc 英語を理解しな
がら清報を入手する能力が現在および将来に必要であるc 英語関係の専攻分野の学生には，ワ
ープロによる英文書とくに英文レターの作成は社会で最低必要になろう。
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2.3 コンビュータの特性と芙語
英語清報処理教青が成功するには，コンピュータがなければできない英語の教育・研究を行
う必要がある。コンビュータの得意とすることの 1つに，大量の文字データのなかから，同
じ文字列(同じ単語)を検索し集計することがあげられるj その特性を生かして，英語のさ
まざまな担当量のテキストに用いられている語葉・構文の頻度と前設の環境を知ることができ
る。それらを利現して，テキストごとの英語の相違を量的に見ることが可詑であるc 例えば，
日常会話と新聞で辻思いられる英語の語葉・講丈に差があることは直観的に解るが，量的に証
明するには，コンピュータが必須である c
2.4 教育目標
これらのニーズとコンビュータの持珪を踏まえて，最務目標 (ultimategoaI)辻，つぎの
ように設定した:
コンビュータワテラシーを養い，コンピュータを利用して行う英語コミュニケーション
をとおして英語を読み書きする詑力を高め，既存の言語検索プログラムを用いて英語の龍
用状況5J1j特教を学ばせる。
倍別の目標 (specificobjectives)を，以下のとおり設定したむ
(1) 基本的なコンビュータの仕組みを理解し， Windows 95の起動と終了，マウスの操
作，キーボード操作，日本語英語窃替，漢字かな変換ができるようになること
(2) キーボードを見ない文字入力ができるようになること
(3) インターネットホームページから必要な情報を入手できるようになること
(4) e-mailの送受信が司本語，英語でできるようになること
(5) ワープロソフト(羽S-Word)を費用して，英文入力と英文レターの作成ができるよ
うになること
矧 ワー プヨソフト(:r-wお-Word)を費用して，日本語の文書作成ができるようになるこ
シ
(7) その他のコンピュータソフトに触れてみて，コンピュータ利用のさまざまな可能性を
考えられるようになること
(8) 英文での電子メールの交信をとおして，自分の考えを英語で書く能力を高めること
(9) 英語のインターネットホームページを読み進みながら，英語の読む能力を高めること
(10) 相当量の英文における単語頻震表作或ソフトや英文構造判定ソフトを用いて，使用状
況の異なる英文(例えば報道記事と物語)の英語の特徴をよと較し，量的に英語の違いを
認識すること
(1) レポートの書き方を理解すること
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3. シラパスと教育実践
これらの彊周目標を達成し，最終目標到達を目指して，年間シラパスを作成した。 1996年
度・ 1997年度のシラパスを 3.1にあげる。特教として，毎時間，学生に英語の間い (3.1中の
Qにあげた開)を含む英語のメールを全員に送信しておき，舘々の学生からメールを返信さ
せる。彊々のメールに次の時間需単な英文の返事を書いておく (Thankyou for your e-mail 
を含む)。また，返事のなかに，学生の英文の誤与が間接的にわかるような文を含めるように
した。たとえば，学生のメールに， 1worl王edpart-time jo訂lastSunday.があると Youworked 
part-time last Sunday. を含めることで誤りを悟らせるようにした。
単語頭度表作成や英文講造判定には Micro-OCP，Grammatik 4を黒いた。6教科書として，
自主作成したプワント(計 19枚)と英文レター作成車に『英文タイプ換定教本 CD級j(B 
本商工会議所発行〉を使用した。
学生の到達度は，提出されたレポートを形式 25点，内容 25点で評価し，英文レター 4点 X
6枚，ブラインドタッチ 8点，電子メールの送信と出席 20点として合計 100点溝点で評留し
た。
3. 1 1996年度・ 1997年度の年間計冨
授業 演習内容 自主作成教材と演習内容の詳細
第 1講 コンピュータの説明， I章 コンピュータを知ろう
MS-DOS基本操作の説暁， 2章 ブラインドタッチをマスターしよう
ブラインドタッチの練習方法の説明
2-4 ブラインドタッチの練習〈自習可能)
5 Windows 95の基本操作と 3章 Windows 95の基本操作
Eudoraの使用法 4章 インターネットを楽しもう
(A)その設業で何をするかを英語で書いてメールを
送っておく。英語の簡単な質問を予め全員に送
信しておいて，返信させる。
Q: What are your hobbies? 
6-7 e-mailの受送信の練習とインターネ (A) と (B)錯人宛に英語でメールを返す。
ットホームページを読む Q: What did you do last Sunday? 
4章 ホームページ{アドレスを提供しておく)を読
んで問題に答える
e.g.現在の国連の加盟国は?
ホワイトハウスの投書用の住所は?
8 e-mailの受送詰 (A) と (B)
Wordの使周法・スピード練習 Q. How long does it take you to come to Tezu・
kayama? 
5章 ワープロを楽しもう
9 e-mailの受送イ言 (A) と (B)
英文レター作成{書式)の説明 Q: Could you tel me how to get to N ara Parl王from
here? 
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授業
10-12 
13 
14 
15 
16 
演習内容
e-mailの受送信
英文レターの入力練習(検定教本よ
り)， 
4通分提出，
後期の概説と夏f木みの課題説明
e-mailの受送信
英文レターの作成
y-mailの受送信
レポートの作成方法の説明，
日本語入力i去の説明(表紙，表の作或〉
MS-Excelの使い方の基礎〈グラフ作
成)
I e-mailの受送イ言
Corpus解析ソフトの説明と実践
17 -25 I e-mailの受送信
1000語テキスト入力
解析
!レポート作成と提出
26 I e-mailの受送信
レポート返却とコメント
授業に対するアンケート
自主作成教材と演習内容の詳細
(A) と (B)
Q: What would you like to do after graduation? 
Q: Why do you study English? 
Q: What a陀 yougoing to do during summer holi-
days? 
後期は各自 1000Wordの平テキストを入力して，友
人のテキストとの英語の差を見つけるので，夏休み中
に分析したいテキストを決めておく
(A) と (B)
Q : What did you do during summer holidays? 
5章 読まれたレターを書き取り手紙形式にする。
i (A) と (B)
Q と々のようなテキストを分析したいかを司本語で書
く
Q: What are our favorite sports? 
6章 レポートを作成しよう
(A) と (B)Q: 
7章 英語の持霊堂を分析しよう
(A) と (B)提出物と期限の連絡
Q: Which do you prefer， country life or city life， and 
why? 
Q: What were your favorite TV programs during 
your childhood? 
Q: How do you spend your free time? 
Q: Could you tell me your favorite places in Ja-
pan? 
Q: What do you think about your college life? 
Q: If you won a lotterγfor ten million yen， what 
I would you do? 
Q: What are you going to do during winter holi-
days? 
(A) と (B)
Q: Please send e-mails to Mr Makihara and羽s
Esaki and thank them for their assistance. 
(A) と(ヨ):第 5回と第 6回の下線部 (A) と (B) と同じ。
Q: e-mail上で与えた課題の針。
4. 授業の成果
4.1 実績
1997年度の履修学生は 28名(休学・退学者2名を除く〉で 年間 26毘の授業の出席率
は， 94.5% (延べ728中688出霜)であったっ全員単位を取得した(最終得点平均 86.4点，
最高96点，最低80点)0 出罪率の良さは，学生の英語情報処理に対する関心の高さと熱意を
示していると考えられる。
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4.2 学生による授業評倍
最終授業;こ出霜した 22名にアンケートを実施し 20名分を匝収した。7 アンケートの内容と
結果は 4.2.1に示されている。 A10の総合的な満足農を問う項目の平均が4.20であったこと
は，本授業に対する満足度の高さを示している。満足度平均 4点以上の項目は， I e-maiIJ， 
「英文レターの練習j.Iブラインドタッチの練習」であった。勉方 「英文解析ソフトの使用J
の満足度がもっとも低く， I英文レターの開き取り作成j，Iレポートの作成J，Iスピード練習j
とつづく。「インターネットホームページを読む」は 3.35点とそれほど高い満足度を示して
いなかった。
溝足度の低い項目の実施状況をみてみると次のことが解る。英文解析ソフトを使用する際に
は，説明を十分に行う時間がなく，その上，使用ソフト斑icro-OCPは高値なため 2セットを
学生が交代で費用した。そのため，学生辻単にマニュアルに書かれたとおちの操作をするだけ
に終わってしまったc また アウトプットされた単語頻度ワストや KWICコンコーダンスを
いかに解釈するかについても説明する時時的ゆとりがなかった。8つぎに，英文レターの開き
取り作成では，テープから流れる英語を開き叡って文字化して，それをレターに仕上げる必要
があり，単にレターをそのままタイプするだけではない点で，難度が高いといえる。レポート
の作成も，形式と内容を考えなければならないので，難度の高い課題といえる。スピード線習
は，練習そのものは簡単だが，スピードが早くなるには相当の練習が必要であり，授業時陣内
のタイプ練習だけで辻高得点がとれない。これらのことから，学生は，自分で理解して課題を
こなし，その成果が十分納得のしヨく場合に満足惑を味わうと考えられる。難震の高い課題に対
して満足震をあげるには，特に十分な時開と説明が必要であるといえる。
溝足度の高い項Eをみてみると， e-mailは毎時時行った。 地方，インターネットホームペ
ージは，開き方の説明をして，その際にいくつかのページを見て quizに答えさせることしか
しなかった。十分な時間をとる余裕がなかったo I e-maiUは非常に満足度が高かったのに対
し，同じようにインターネットを和馬した「ホームページを読む」の満足度辻それほど高くな
かった。このことからも，十分な時間をかけることが満足度を高める重要な要因であるといえ
る。
しかし，学生の満足度は，時間をかけるだけでは高まらないと考えちれる。時間をかけて何
かができたという達或惑が請足度につながると考えられる。「レポート作或jは，点数は他に
比べて高くなかったが コメント横に f仕上がってみると達成惑があったJIむつかしかった
ができあがるとうれしかったJI考える力がついた」といった記述が見られた。感想欄に， Iし
んどかったがいろいろなことができて楽しかったjIいろいろなことを勉強/経験できたjIコ
ンピュータができるようになってうれしいjというような課題の多さに肯定的な意見が多かっ
た。これらは，課題が難しく盛りだくさんであっても，基本的に何かを達成したという気持ち
があれば，溝足することを示しているとえいる己総合的満足度の点数が高かったのは，そのた
めであると考えられるc
以上のことから，コンビュータを利用した場合，学生に溝足感，達成惑のもてる授業ができ
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るといえる。
問題点として，英語運用能力を高めたり，テキスト分析の意味を説明できなかったことがあ
げられる c 英語のライテイングの龍力養成をめざして英語による電子メールのやりとりを実施
したっアンケート集計結果 Bl~B4 に見られるように， 4技能中では，ライテイングの能力
が最も{申びたと学生が評価していることがわかる c すなわち，英語による電子メールのや与と
りが英語を書く能力を高める方法として有効であるといえる。しかし，英語を書く詑力の伸び
にたいする 3.29という評値は，コンビュータ操作能力を高めること対する評価と比べると高
くはない数値である c 現状では，コンとュータ操作の習得に時間をとられすぎていると考えら
れる。コンピュータ操作の習得と，英語運用能力や英語に関する知識を増やすための分析のバ
ランスをとることが望まし ¥'¥0
4.2. 1 アンケートと集計結果
設問の右欄は，各数値の平均値である。 Bl~B4 は，十とーの記号で表した学生があった
が数値には含まれていない。
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?
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?
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?
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?
??????
?
?
??????
B.この授業を通して次の龍力はどの程変持びたと患いますかC
1.英語を読む力 ( ) 
2.英語を書く力 ( ) 
3.英語を開く力 ( ) 
4.英語を話す力 ( ) 
5. Windows 95の立ち上げ，終了，日本語・英語入力変換等基本操作ができる ( 
6. パソコンを使って英文の手紙の京稿をタイプアウトできる ( 
7.パソコンを健って日本語の丈章をタイプアウトできる ( 
8.必要なインターネット・ホームページが自由に開ける ( 
9.電子メールのやりとりがE本語で自由にできる ( 
10.パソコンを便って去をタイプアウトできる ( 
11.ノfソコンを{吏ってグラフをカミける ( 
12.その他特にこの授業をとおして律びたと思う能力があれば書いてください[
c.この設業に対する感想・要望等を自由に書いてくださいc
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5. r英語情報処理演習jの課題
5. 1 コンビュータのさまざまな利用法への対応
コンぜュータの英語教育への利用方法は，インターネットの利用とコーパス作成だけで、はな
い。むしろ，それらはほんの一部の利用方法である。英語の 4技龍(リーデイング，ライテ
イング，リスニング，スビーキング)の一部または全部の習得を主日課としたコンピュータ利
用 (CAI) もさかんに行われるようになってきた。遅一回の授業では，英語におけるさまざま
なコンピュータ利用法すべてをカバーすることはできない。複数の英語関係の専門を持つ教員
が連携して，英語教育・研究におけるコンピュータ利用突進をはかることが望ましいと考えら
れる。
5.2 他の構報処理科目との連携
現状では， f也の情報開保の科自との連携がないために コンビュータ操作の習得に授業のか
なりの時間をとらねぜならない。全員が コンピュータの基本操作ができる状態から「英語情
報提理演習jを始めることができれば，もっと英語に主眼をおいたコンピュータ教育が可龍に
なる。たとえば，インターネットのホームページを英語で読む時間を増やすことができるc ま
た，インターネットの普及とともに ホームページ上に英語コーパスが公開されるようになっ
てきており，それらの既存の英語コーパスを科用することもできる。また 現在実施している
授業で辻，学生にコーパス(分析用英文資料)を作らせる際には 先学文字読みとり装置
(OCR) を利現せずに，テキストをタイプさせている。これ辻 英文を入力するという基本操
作を練習する吾的を含んでいるからである。もし キーボードによる入力練習が也の授業でも
練習できる状況にあれば， OCRを利用して 英語の解析に主謀をおくことができる。
5.3 急速な進歩への対応
コンピュータ技術は急速な勢いで進んでいるため 昨年利用した 08 ソフトややり方その
ものが今年にはもはや田式であることがよくある。教員は特に絶えず研鐘をつむ必要がある。
同時に，学生には単にひとつのソフトを使う手)1震を暗記させるので辻なく，何をしているのか
を理解して操作させることが重要である。例えば，ワープロソフトであれば，その仕組みを理
解した上で操作するように指導しておく必要がある。
また，進歩の速さとコンビュータ環境の組織ごとの微妙な相違のため市販のテキストが役に
たたないことが多いc 授業に際しては一年ごとにテキストの編纂かち行わねばならないことが
多く，時間的負担が大きいっインターネットを利用して，同種類の科目担当者が大学を越えて
資料交換できるシステム作りも必要と考えられる。
何にもまして，高額の機器の導入と維持は，到底一教員・研究者のできることではなく，組
識全体からの人的・財政的支援なくしては継続しえない科目である。
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5.4 英語情報処理学
コンピュータを英語の教育・研究に利用する方法論およびその技術と実践に関する研究を
[英語靖報処理学jと定義することができょう。ただ，このような研究をどのように呼び¥位
置づけるかは研究者によって異なる。「英語情報処理学」が新しい学問体系のひとつとして認
知されるかどうかは，一研究者の判断を越えている。しかし，このような研究が，研究として
行う必要があり，実際に行われていることは理解されると告じる。
6.結
? ?
コンピュータを英語の教育・研究に利用した教育を英語清報処理教育ととらえ，筆者の「英
語情報処理演習jにおける実践を一例として，その意義，内容，効果について克てきたc イン
ターネット初用におけるコンピュータリテラシーと英語運用能力の必要性など，コンピュータ
と英語が結合したニーズが学生の現在および将来にあることから，英語清報処理教育の意義は
大きいと考えられる。インターネット科用とコーパス作成を中心とした教育実践に，学生は高
い満足度を示していた。これは，コンビュータ操作ができるようになった，レポートが書けた
という達成惑による部分が大きいとことも解った。今後，学生に達成惑を持たせながら，英語
運用龍力や英語に関する理解を深めさせるためにさまざまな課題を克報してゆく必要がある。
本所究は， 1998年麦帝塚山学富特間研究費の一部をf吏吊して行ったc ここに帝塚山学園に対して議章、
を表したいc
i主
1. r広辞苑i第4抜(新村出編，岩波書庖.CD・ROM版〉には情報処理を f数字・文字・物理量など
によって表された情報について コンピュータにより計賞・分類・照合その他の処理を行うことj
と定義されている。
2.1997年震使吊した護護とソフトは次のとおりである。
出 IBM互換機 (Windows95， LAN接続)70台，
ワープロソフト:MSWord， e-mail: Eudora， 
ホームページを読む:インターネットエクスプローラ
(2I PC 9801 BX (MS-DOS) 40台
ブラインドタッチま東習用
解析用:MicroOCP . Grammatik IV 
3. 1997年震は.TAとして江崎こまき氏 帝塚山学菌常註シャープシステムプロダクト(株)槙原恒
夫氏に授業の補助をいただいた。 1998年度は TAとして藤原擾子氏に補助をいただいている。
4. コンピュータワテラシーの定義は村出イ也 (1997，p. ii)による。
5.検索用プログラムのなかには無料で使吊できるものがインターネット上に公諾されている。KWIC
Concordance for Windows (http://www.mmm.cit.nihon-u.ac.jp/^tukamoto)はその一例であ
り，本年度から使用することになっている。
6. Grammatik IV (Copyright: Reference Software International).現icro-OCP(Copyright: PC・
9801版沖電子技研.IB班-PC版 OxfordUniversity Press). 1998年度から Micro-OCPに代
- 52-
わり豆WICConcordance for Windows (http://www.mmm.cit.nihonu.ac.jp/~tul王amoto) を制作
者塚本総日本大学教授の許可を得て使男。
7. アンケート実施日が，最終授業で，レポートを返却・コメントをするだけとなっていたので最も欠
!害者の多い授業となり，履修者数にたいするアンケート回収率が悪い結果となった。
8. KWICコンコーダンスとは，次に示すように単語のf吏用頻変だけでなく，用いられている前後を
表示する検索方法である。
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